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2009 年 8 月 30 日に行なわれた衆議院総選挙において、民主党は 308 議席を獲得して第一党
になり、119 議席と惨敗に追い込まれた自民党を与党の座から引きずり落とし、念願の「政権
交代」を実現させることになった。9 月 16 日に召集された第 172 回特別国会では、民主党の鳩
山由紀夫代表が第 93 代、60 人目の内閣総理大臣（以下，単に首相と略す）に指名され、同日、
民主党、社民党、および国民新党の三党連立内閣が発足した。しかしながら、約八ヶ月後の翌
2010 年 6 月 2 日に至り、鳩山首相は自身の「政治とカネ」をめぐる処理、沖縄普天間の「米軍
基地移転」問題をめぐる混乱などの責任をとり辞任を表明、8 日、鳩山内閣は総辞職した。鳩









識・2011』［国民の友社、2010 年］、403 頁）。 
周知のように、鳩山家は、曽祖父が衆議院議長、祖父が首相、そして父が外務大臣を務めた、
四代も続くいわゆる「政治家一族」であり、弟の邦男も法務大臣や総務大臣などを歴任した現
職の衆議院議員である。由紀夫は、1947 年 2 月 11 日に父威一郎（大蔵官僚、後に事務次官）
と母安子（ブリズストン・タイヤ創業者石橋正二郎の長女）の長男として東京都港区の麻布に
生まれた。学習院の初等科・中等科を経て、都立小石川高校を卒業し、東京大学工学部に進学
した。その後、米国スタンフォード大学院の博士課程で研究に従事して 1976 年 Ph・D を取得、
帰国後は東京工業大学工学部の助手、続いて 1981 年には専修大学経営学部の助教授に就任した。 
1986 年 7 月、由紀夫は自民党候補として衆議院旧北海道 4 区から出馬し、9 万 3001 票を獲得










































は 1856 年 5 月、美作国勝山藩（現在は岡山県真庭市勝山町）の藩士で江戸留守居役を務めてい
た鳩山十右衛門博房の第四男として、江戸は虎ノ門の藩邸で生まれた。つまり、鳩山家の源（ルー
ツ）を探れば上級武家の出身であった、といえる（平成政治家研究グラブ『鳩山由紀夫のリー








任した（板垣英憲『友愛革命－鳩山由紀夫の素顔』［共栄書房、2009 年］、45～47 頁）。 
1894 年 3 月、和夫は東京第九区（小石川、牛込、四谷）から出馬して衆議院議員に当選、以
後連続九回当選を果たし、この間に改進党および進歩党に参画、1896 年 12 月には、衆議院議
長に就任した。1898 年 9 月、憲政会内閣で外務次官に、そして 1908 年 11 月、東京市議会議員




祖父の鳩山一郎は、1889 年 1 月、和夫の長男として生まれ、東京高等師範学校付属小学・中
学校を経て、第一高等学校に入学、東京帝国大学法科を卒業した。卒業後，父親の弁護士事務
所で弁護士として勤め、翌年早稲田大学の講師となり、法律学を講義した。父親の和夫が他界
した翌年の 1912 年、東京市議会議員補欠選挙に立候補して当選、また 1913 年 4 月には、衆議
院議員にも当選した。1927 年、田中義一内閣の書記官長（現代の内閣官房長官）、さらに 1931
－ 5 － 
年、犬養毅内閣では文部大臣を務めた。戦時中の 1943 年、一郎は東条英機内閣を批判、そのた
め長野県の軽井沢で蟄居生活を余儀なくされている（森省吾『鳩山由紀夫と鳩山家四代』［中央
公論社、2009 年］、23～25 頁）。 
終戦後、一郎はいち早く政党の再建に尽力、1945 年 11 月、日本自由党を結成して、その初
代総裁に就任した。翌年の衆議院総選挙で日本民主党は第一党に躍進したものの、「GHQ（連
合国総司令部）」から公職追放となった。1951 年 6 月、脳溢血で倒れるも 8 月、公職に復帰し、
1954 年 11 月、日本民主党を結成し総裁に就任、12 月、鳩山内閣を発足させ、そして 1956 年 4
月、初代の自由民主党総裁に選出された。同年の 10 月には、念願であった「日ソ国交回復」を




由紀夫の父である鳩山威一郎は、1919 年 11 月、一郎の長男として東京に生まれた。1941 年、
東京帝国大学法学部を卒業後、大蔵省に入省し、出世コースを歩み、1971 年には大蔵省の事務
次官に上りつめた。1974 年、威一郎は参議院議員選挙（全国区）で初当選し、2 年後の 1976







郎の妻である薫も共立女子学園の第 7 代園長を務めた教育家である。鳩山由紀夫の DNA には、









－ 6 － 
② 鳩山由紀夫の生い立ちと政治家への道 









ステムが安全に機能する最適条件を分析した）を専攻、1976 年 Ph.D を取得した（博士論文は
システムの信頼性に関するもの）。ちなみに、博士課程在学中の 1975 年 3 月、幸夫人と結婚し
ている。帰国して東京工業大学で助手となり、1981 年に、当時、竹下登が理事を務め、曽祖父

















































由紀夫のリーダー学』、48 頁、61 頁）。 
民主党内の中堅議員の由紀夫評を紹介すると、「この世界で、あんなに誰からも悪口を言われ
ないのは珍しい」「人柄の良さは折り紙つき」「飄々として見えるが、じつはスパン、スパンと





















すでに冒頭でも述べたように、鳩山由紀夫は 1986 年 6 月の衆議院総選挙で、旧北海道 4 区か
















得票であった（定数 5 名）。なお、小選挙区に代わった 1996 年以降、鳩山家が開拓した地域は
































































































































































































































－ 16 － 
② 民主党の結成 
鳩山由紀夫は新党さきがけから訣別して、新党をつくろうと考えた。それが「民主党」であ





由紀夫は 8 月 15 日から 4 日間、軽井沢の別荘に同志を集め、合宿の形で政策作りに入った。
そして 19 日までに新党の基本政策の原案をまとめた。それは「民」主導型社会を目指すという















掲書『鳩山由紀夫事典』、31 頁、52 頁）。 
③ 政権交代に向けて 
鳩山由紀夫の政治的行動には、強い「排除」の論理が見られる一方で、他方で大胆な「連携」
の論理も見られる。旧民主党のメンバーは 1998 年 4 月、民社党、新党友愛、民主改革連合と統




－ 17 － 
ここで、由紀夫と菅との関係について触れておくと、両者はさきがけ以来の“同志”である。
1996 年の民主党結成時代には、二人は共同代表になったし、また、98 年の新民主党の結成後は








さて、2002 年 9 月の民主党代表選挙で三選を果たした由紀夫は、「政権交代には、野党勢力
の結集は不可欠である」と考え、先に批判した小沢一郎が率いる自由党との合併構想を進めた。
しかし、事前の党内の根回し不足もあって強く反対され、合併構想は一時後退した。だが、民
主党は 12 月 3 日、両院議員総会を開催し、由紀夫の代表辞任と引き換えに、自由党との連携を
進めることを了解した。この席で由紀夫は「小異をすてて大同団結し、野党の結集で国難を救
う民主党が歩むことを期待する」と述べている。実際の合併は、菅代表のもとで 2003 年 9 月に






有の計算と覚悟が読み取れた、といえなくもない（前掲書『鳩山由紀夫事典』、53 頁、58 頁）。 








由紀夫は、新党さきがけを結成したとき、武村正義とともに銀行から 2 億円づつ合計 4 億円
－ 18 － 




党に際して資金 25 億円のうち、15 億円を鳩山兄弟が負担したという。鳩山は民主党の資金オー
ナーでもあったわけだ。また、1994 年に父威一郎の遺産相続が発表された時に、田中角栄元首
相の遺産が 109 億円だったのに対し、威一郎の遺産は何と 152 億円であった。その内訳は、音





学』、40 頁、『鳩山由紀夫と鳩山家四代』、168 頁）。 







① 2009 年 




そして、10 月 26 日、臨時国会で首相就任後の初の所信表明演説では、由紀夫首相は「友愛」
の意義を述べるとともに、脱官僚依存、地域主権など鳩山内閣の取り組み方を「無血革命の平
成維新」と位置づけるなど、政治変革に果敢に挑戦する決意と姿勢を強調したのである。 
一方、外交面では、由紀夫首相は、9 月 21 日から 26 日にかけて、訪米し、国連における演
説やオバマ米大統領と日米首脳会談をこなした。9月 22日、由紀夫首相は国連の気候変動サミッ
トで演説を行い、温室効果ガス排出について 20 年までに、1990 年比で 25％削減を目指す中期
目標を表明した。米中両国など主要排出国が参加する新たな枠組みの構築が前提であるものの、















米依存」見解に示される由紀夫首相の発言について、その後の 12 月 15 日、普天間問題で移設
先の結論を先送りした鳩山内閣の方針決定を含めて、米国側がかなり神経質になっていたのは
否めない（同上）。 
政権発足時の 9 月には、鳩山内閣の支持率は 72％（共同通信社調べ）と高く、発足直後の支
持率としては、宮沢内閣以降、小泉および細川両内閣に続いて第三位であった。しかし、その
後、由紀夫自身の偽装献金問題、景気の低迷、および普天間問題の先送りなど、首相としての
由紀夫の政治指導力について疑問が呈される状況が続き、内閣支持率は翌年 2010 年 1 月には、
41.5％へと僅か四ヶ月間で 36％も急落した(同上、23 頁)。 
②、2010 年 
2010 年に入って鳩山由紀夫首相は、米軍の普天間基地移設問題、また由紀夫自身と小沢幹事
長が抱える「政治とカネ」の問題で迷走し続けた。まず後者の問題では、4 月 21 日、由紀夫の
資金管理団体「友愛政経懇話会」をめぐる偽装献金事件で検察審査会は不起訴相当であると議
決。一方、同 28 日、小沢の資金管理団体「陸山会」の土地取引事件には起訴相当であると議決




反故にされ、5 月 28 日、日米共同声明が発表された。その内容は、普天間飛行場の移転先は従




立体制の一角が崩れたのである(塩田潮『民主党政権の真実』[毎日新聞社、2010 年]、236 頁）。 
社民党が連立を離脱した後、31 日に発表された共同通信社の内閣支持率はついに 19.1％まで
























































由紀夫首相は 2010 年 6 月 8 日、内閣総辞職に追い込まれた。わずかに 8 ヶ月しかもたなかっ
たことになる。これに関連して、『朝日新聞』は世論調査を実施しており、「鳩山さんは、約 8 ヶ
－ 22 － 
月首相を務めました。鳩山内閣の実績をどの程度評価しますか」の質問に対して、「あまり評価
しない」が 43％、「まったく評価しない」が 16％という具合に約 6 割の回答者が否定的回答を
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（2010 年 12 月 31 日、脱稿） 
